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HITAC201は三ji二彷処j貼3:,】′3もfi:川′1勺とL,杵羊許糾こも使川でき特に仙櫓の低廉,取り扱いの容易,

の′｣､形什,付l~沌漑予‖梧㌔二.;~′と.汁,軋むさ右た汎川′竜~f･▲汁刑軒ごある｢-.本文にはシステムの構成,機能,

およびソフトウェアについて梢要た述べる｡.

弘*

1.緒 言

電子計算機は,電了･技術の急速な進歩により,初めて製品化され

てからわずかの年月の聞に急速な進歩を遂げ,記憶容易は増大し,

漬算速度は速くなって,処理能力は著しく向上Lている｡次々に発

表される計算機はしだいに人形化され,科学計算や事務処押に従来

考えられなかったような威力を発牒している｡しかL.,計算機の大

形化は,価格を増すとともに広い床面梢を必要とし,大きな企

以外には設置,

ノ
㌧
､

なきでが田川 なる｡このため,小さい数多くの企

､ては,もっと安価で子中封こ設腔,運用虻できる小形

計算機のHl現を待つ声がLだいに高まりつつあるし〕HITAC201

形電子計算機はこの見地から,小小規模の企業において,-一貫し

たデータの処理な=的とLたシステムであって,次の特艮をもっ

ている｡

(1)磁気テープ装置が接続できるので,事務処理における転

記などの作 が不必要となり,処理の能率が上るとともに,ま

ちがいによるトラブルが減少する｡

(2)ラインプリンタも接続できるので,事務処理の結果を報

告書の形で印刷するときなど,大量の印刷が可能であり,経営

上必要な資料を容易にうることができる｡

(3)小形にもかかわらず1月部記憶容量が大きいので(4,000

語),従来の会計機でほできなかった｢給与計算において税額を

めること｣などが可能となり,手作業の部分の相当多くが自

動的に処理できる｡

(4)電動計算機や会計機に比べて,潰算速度が100倍柁度の

高速である｡

(5)内部分 や磁気テープによる分類ができる｡

(6)日動プログラムシステムがあり,プログラムが作りやす

い｡

(7)処理最に応じて最適なシステムの構成滋選ぶことができ

る｡

ここには,その構成,仕様およびソフトウェアについて概述す

る｡

2.構 成

システムの構成敵器は下記のとおりであり,その小から作意の椚

成を選ぶことができ,また,-;そ

増設することも可能であるrJ

後
日▲Lい川

(1)HITAC201形計算機本体

たとえばラインプリンタなどを

貸装置,記憶装『抽よび制御装置から成り,システムの･1-一心

的存在である｡

*
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第1図 HITAC201電子計算機機能図
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第2図 HITAC201電子計算機系統図

(2)万能入川力装躍

これは計算機本体に入出力接続箱を介して接続され,計算機本

休の制御によって,紙テープの読み込み,紙テープのさん孔およ

び印′ナが行なえる｡

(3)光電式テープ読取校

訂算機本体に入Ll_けプ接続箱を介して接続され,計算機本体の制

御によってさん孔テープの読み込みを行なう｡
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(4)入出力接続箱

計算機本体と,万能入出力装置および光電式テープ読取機との

中間にあって,これら機器の接続を行なう｡

(5)ラインプリンタ

ラインプリソタ制御装置を介して, 桜本体に接続さj-1,計

算横本体の制御によって高速印字する｡

(6) ラインプリンタ側御装置

計算機本体とラインプリンタの中間に介在して,計算機本体に

よるラインプリンタの制御を行なう｡

(7)磁気テープ記憶装置

計算機本体と接続し,計算機本体の制御によって,情報の告き

込み,読み取りを行なう｡1台の装鍔には4組のユニットが実装

され,本装腔1台で分類やマージングなどが行なえるニー.

(8)さん孔タイプライタ

計算機本体と非直結で使用さノt.これによって作成されたさん

孔テープは入力テープとして使用される｡

3.仕

式

の 構 成

数値取 扱 方 式

インデックスレジスタ

記 憶 装 置

チ ェ ック 方 式

磁気テープ記憶装置

(9)紙テープ入出力装置

光 式テープ読取機

機械式テープ読取磯

テープさん孔機

(10)

刷 機

イ ン プリ ン タ

HITAC201の命令は一

命

三正
月【∃

様

プログラム内蔵形

同 定 語 長

10進11けた+符ぢ1けた

同定小数点方式

シングルオーダ方式

1兢アドレス方式

37 命 令

8 個

高速磁気ドラム

約9,000rpm

4,000詔

待時間 平均約3.3ms

偶数パリティチェック

幅 域インチ

クロック 約1kc

容 量 約30万けた/リール

㌻~iう.位数8

約200寺ソ秒

約395字/分または約571寸二/分

約480字/分または約588字/分

約435字/分または約870与十分

文乍の校旗は万能入H力裳滞と同

じ

130乍/行,約2行/秒

合

一命令であって,さきに製品化した

HITAC301やHITAClO2と同様に五つのレジスタ,UA(Upper

Accumulator),LA(Lower Accumulator),MD(Multiplicand

&Divisor Register),MQ(Multiplier&Quotient Register),

OR(Order Register)を設けた｡UAおよびLAは四則決算の結果

やShiftおよび判断の対象などが置かれる｡UAは符号と11けた

の数値より成り,LAほ独自の符号なく数値のみ11けた存
:●､

MDは乗算のときの被乗数および除算のときの除数を保持するレジ

スタである｡MQは乗算のときの乗数および除算のときの而を保持

するほか磁気テープの演算などにおいても使用される｡舞1表に命

令表を示す｡
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第44巻 第7号

第2表 入出力装置コ ード表

汁算機内 沖 lフリー-デソ
のコーードト上段下段.上段 F段 讐ミ】プf毒語警讐苧

沖
l二段 下段

フリーデソ
上段 ←下段

> ※

_l二
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(
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ヨ 9

/ +

Space

改 緩

5.演算制御回路

郁男二制御】ロ1路は入出力装置の制御に一部リ
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レーを使用している以

外は完全にトランジスタ化され,装置の小形化_電源容量の減少,

回路の長ん命,高官糖度を達成すると同時に漬算回路,そのほか基

本回路の簡閲化が実現されている｡以▲トニれらについて述べる｡

(1)遅延回路の利用

符号およぴ10進11けたからなる語を直列に表ホし,UA,

LA,MD,MQおよびORにフリップフロップ回路を用いず,

気ドラムヒの遅延線を利用した｡これと同時に,従来,並列あ

るいは但並列であった淡算回路を完全直列にし,加算器そのほか

が筒中になった｡

(2)多入出力装置の制御

システムの構成を｢川†に選ぶことを可能にするた捌こ,基礎装

置が複雑になることを避けた｡入汁i力装躍の制御に共通に必要な

もののみ計節磯本体にもち,各個の入肘力装置を接続するに必要

な回路は,入～_lj力接続符,磁気テープ記憶儀置,あるいはライソ

プリソタ制御装置に含ませている〔ノ

(3)ラインプリンタの制御

ラインプリンタ制御装置は130字の情報を保持するインプット

バッファおよびアウトプットバッファから成る｡計算機本体から

万能入出力装置のプリンタを制御する場合と同様に,-{宇ずつの

情揮が送出されてくる｡この情報ほ逐次,インプットバッファに

セットさ)t,1行の終わりにWS/CR(Write Special/Carriage

Return)を行なうと,インプットバッファの内容は,アウトプッ

トバッファに移され,インプットバッファは,ふたたび計算機か

ら送Fllされる次の行〔ノ〕文字の情報を受け什ける｡アウトプットバ

ッファはラインプリンタと辿動し,その1行分の情報は活字のド

ラムが1卜1噌云すると｢】｣字される｡

(4)高速大容量磁気ドラム

磁気ドラムは,小形化および安価を日航とLたもので,従来の
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略

Add

Sub

Extract

Add Address

Sub Adress

Mult

Divide

Store UA

Store MQ

Load MD

Less

Set Connector Mark〔盲1i7)

Set End Mark(注8)

Clear Band

Load MQ

Shift Left

Shift Rigllt

Nor血alize

Table LookUp

EqualTable Look Up

Jump on ACC≧0

Jump on ACC Over且ow

HaltJunlp

Jump on ACC=0

Jump on Tape Good

Index non ZeroJump

SwitchJump

Arithmetic ofIndex

Read Numeric

Read Character

Write Numeric(iヒ91

Write Characterし江10〕

Write Special

Magnetic Tape Read

Milgnetic Tape Write

MagrleLic Tapc Rewind(注6)

Select

子 計 算 棟 HITAC201

第1表 HITAC201

CODE

ム ノゝ
川J ｢】

1073

処 理 時lとjj

99

考

i二1三1この.右†令る_▼7ノーなう前にMDレシ:ノ＼タに必要なけたを1または1ニゴー放とし,1こ必要な

けたを0･よたは偶数にして｣~ゴく｡(ブ‡)⇒∈(Ml))の意味は(タ‡)のうちから必要なけ

ただけを取りⅢしたものでぁる｡

往 2 777は0≦7}ヱ≦9999の｣故聞である′､
汗 3 スーツチ1～3は制御卓,スイッチ5､′9ほノJ組人川力装茫たに付属するりSWO

〝_､)と卦は無条件に〃浮川へJt11npすィい｡
注 4 エンドて一夕｡

封三 5 コネククマー′-ク｡

托 6 この命令のアドレスJ紬よ無モ効となる｡

注7,往8 CMおよぴEMは消すことができる｡

モl三9,注10 これらのJl了令を実子ナ~j~■るとアウトプットLたけただけんにシフトj】る｡

江11ACCのクリヤほA,B,E,AA,BA,M,D,Tなどのimに"X"をつけ

れば有効となる｡-てづ/ンコードではC.L.パートに"1"と許~〕~ばよい｡

注12 AIiぴ)ときにはイソデックスのクリアができ,それにはC.L.パートに"2"と

卸ナはよい｡C.L.′こ【トが4,6,8i･こ応じてインデックスに加え,ロードイ

ンデックス,スト∵イソデックスなt~~なこ)｡
注13 ACCとインテックスレン■スタをIru時にクリアするに主よ,C.Lパv-卜に"3'･

と~i†トく｡

汗14 インデックスレジスタ膵止三のJ拐含(よ,MOD′く-一†1に何番の†ソデックスレジス

タによる修【仁かを指定すること｡すなわち,IR#iによる修正ほ"i"と点く｡

(0二三オ≦8)

t-E15 SCCによる修正ほMODノミ一一=∴"9"と帯ナほよい｡

注16 サノオペレ】∴ン;ソノミー=■こ"0‖以外の数字がβかれている場∈㌻には無条件に

12番地へジャソゾする｡そのとき10番地には今の命令語の所在番地,すたj)ち,

SCCがはいる｡したがってサブルーーチノを12番地以降にぉいておき任意のプ

ログラムステップのときサブオペレーションパートに"0"以外の数字せ~こJ‡くこ
とによりジャンプきせることができる｡

江17 オーーダワーーードの構成｡

(注1)クリ アパート

〔注2)修 正 部

注18 イソデックスレジスタ調を使用L-たプログラミングの辟,指定された乃番地ほ必

ずプロダラミン/グステップからはずすこと｡ただし1≦乃≦8｡

デー†三19インダイレクトアドレス部が1の場合は,ORの下8けたを入れ替える｡

命令表中の普印
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ものとは異なり単相モータを使用し,ベルト駆動で高速回転をえ

ている｡また超小形磁気ヘッドであるHL-シリーズ磁気ヘッドを

採用することにより,在来品に比べて,40%の容量増をうるなど

多くの特長を持ったものである｡

(5)磁気テープ記憶装置

磁気テープ記憶装置は機構を簡素にして,小形のきょう体中に

4組のユニットを実装し,書込,読出増幅器および制御回路を共

通としたものである｡使用上はさん孔紙テープにさん孔する代わ

りに磁気テープへ書き込むと考えてよいが,消磁することにより

反復使用できるので,記憶装置としてはもちろん,1台で分類や

マージングを行なうことができる｡

る.ソフトウエア

る.1概 要

HITAC201は小形ではあるが,処理速 はかなり早く,記憶容量

は大きい｡ソフトウェアの開発においてもこの特長を生かすことが

必要である｡一般にいかなる計算機でもこれを活用するかし･ないか

は一にかかってプログラムにあるが,

特にこの優劣が人である｡ソフトウェアの開発に際して

は｢プログラムが作りやすいこと｣であるが,これは

いてほ

要なこと

(1)一般のプログラムが作りやすい方式を確立すること

(2)しばしば使用されるプログラムはサブルーチンの形で保持

すること

(3)プログラムのデバッグが容易にできる補助手段を確立する

こと

などに分けられる｡

d.1.1システムプログラム

翻訳したいプログラムすなわち,初めの.足り一語のプログラム

(ソースプログラム)を翻訳されたプログラムすなわちオブジェク

トプログラムに変換するプログラムをシステムプログラムとい

い,次のような種 のものがある｡

(1)インプットルーチソー

(2)ア セ ン ブ ラ

一高速度入力ルーチソ
(HighSpeedInputProgram)

-SIP(SymbolicInput Progam)

SAP(Symbolic Assembly

Program)

(a)万能入日力装置

(3) コ ン′

第44巻 第7号

/ヽ ラー

一BUS(仮称)
(Business Use System)

-SOS(仮称)
(Scientific Oriented System)

る.1.2 ユーティリティプログラム

一般より狭
の

二11こ

ノ己､味にとって,プログラムをより有効にした

り,プログラムデバッグの手助けをするためのプログラムとす

る.二.これに次のような種美白のものかある｡､

(1)デバッグに関するもの

(2)磁気テープに関するものなど

る.l.3 サブルーチン

初等関数,代数方 クスの計算などは

いろいろな問題でしばしば使われる決算であるとともに一つの問

題の中でも幾度も繰り返し使われることが多いので,これらをそ

メLぞjtまとまったルーチンとして作ったものが,サブルーチンで

あって,これを使用することによって,_ト氾の計算を行なうたび

にプログラムに精み上げる手数がなくなる｡

る.2 システムプログラム

る.2.1 SIP

ある特定の親風(SIPの文法)に基づいた記号で苦かれたプログ

ラムを機槻語に翻訳するプログラム,すなわち記号人力ルーチソ

である｢.なお機械詔と記1･で-おかれた.i/テとは一対一に対応してい

る｡

(1)

-iJ~ワ

従来のSII)とほとんど同じ機能をイfLている｡

地は先頭が英字で始まる5文字以l勺の英字,または数字

の列であれば任意iこ作成し使用することができる(⊃

SIP用語には次のようなものがある｡

SIP 一手Jこ;】11

命令語 A/TOM+2 TOM+2布地の内容をACCに加える｡

数値詣 +0.623 小数0.623

文与:こ‡吾KNIFE

制御語 LO(100) 以下のブロクラムを100番地以降に格納

せよ｡

一般に命令,数伯などは次のような形で書かれる｡

命令のとき

往生董/番地部

番地抑こ表われるものは次の4種である｡

(1)絶対番地 3999以下の正整数,0も含まれる｡

脚三盲喜一一甘甘＼--､言匡
J -■_′′ ､ ノ■i-■ノ′-■■〆′
(b)HITAC201

電了･計算鹿本体

(c)磁気テープ記憶装置

第3図 HITAC201′j一己 了一計 貫 機 の シ ス テ ム
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(2)記号番地 先頭が英文字ではじまる5文寸二以内の英文字

数字の列｡

(3)LC修正

(4)IRi修正

数値のとき

+LCまたほ-LCと書く｡

+#iここでi=1,2,…….8｡

小数形,整数形があるが,

小数の場ハ

±町優子
たとえば

-0.314

ト0.02718

3111410101010】O10LO【0

+101217;1

という形で読み込まれるり

整数形の場合

±匪至l
たとえば

+2145.

-469013. ｣≡

81010iO10LO!0

O101010iO;0!2｣1

O1010101014;6i91011こi

という形で読み込まれる｡

(2)SIP月二ほ吾で貴かILたプログラムはSAPのシステムプT]グ

ラムを使って解読することができる｡

(3)エラーチェックも行なっている｡

.‡己憶容量以上でぁるとか,文法に従っていないノん･じであるとか

いったことをチェックし,仙川占･にそのエラーを指摘するr)

表カミとエラーの内容の園係は次のようになっているr-,

表示

(1)D PACK

(2)ERROR

などである｡

内 容
If

ド ラ ム 満

命令コードの走rミリ

SIPを利用すればプログラムむ機械語で≠成する必要がなく,

記号命令で作成できるため,rl-り戊に要する時1~乱隼短縮できる｡

例題 ′= (旦り二亘
d

HISIP A120

LO(100)

(Q)LMD/A十1

ⅩMA/A

A/A+2

LMD/A十3

D/Ⅹ

TQ/Ⅹ+1

ⅩA/Ⅹ十1

WN/11

(Ⅹ)HJ/Q

WS(1)

(A)

を計算しタイプするプログラム｡

制御指怜

α●∂

α･∂+c

α･ゐ｣ノC

~~云~

タイプアウト

(.､

d

ENU

START(Q)

JL11:t裳眉ザ1OO番地から"CMD/A-l-1､d"までのゾFlグラムが

=._l宇き込まれる｡

6.2.2 SÅP

SIPの拡張で,SII)とび)追いほ,封Pか翻肌した結果を庖接記

憶装掛こさ‡き込んでしまうのに対し,SAPは軌訳した結果を機械

語に編 して,机テープに打ち山し,そのテープをあらためて読

み込むシステムである｡SAPの変換は2一パスアセンブリをたて

1075

まえにしている｡まずソースプログラムを読み込むと,記号表,

そのほかの表を作る(Passl)｡次にもう一度ソースプログラム

を読み込ませるとオブジェクトプログラムを打ち出す(Pass2)｡

この打ち出されたプログラムを使用して演算を行なわせる｡SIP

においては翻訳プログラムを記憶している部分を使用できず,ま

た機械語を読み込むよりも多くの時間を要する｡したがってしば

し.ば使用するプログラムや,多くのメモリを使用するプログラム

ほSAPによっていったん機械語のプログラムに変換したほうが

政利である｡

例題

0.5十A=Bレりプログラムを1,000番地以降に入れること｡

Source Program

HISAP 201.

IJO(1,000).

(Al)ⅩA/-ト0.5.

A/A.

T/臥

HJ/AI.

ENt).

START(Al).

HALT.

る.2.3 BUS(仮称)

BUSとほBusiness Use Systemの略称であって,このBUS

川.;-√テを依って盲J手かれたプログラムはいったんコンパイルされたあ

と,特別にくふうされ,.読み込み速度のスピード化を考慮した

SAPノ現吾で書かれたプログラムにアセンブリされてアウトプット

する｡さらにこのプログラムを 械語にアセンブリしてアウトプ

ッ卜し,最終的にはこのアウトプットされたプログラムを使用

する｡BUSは斗i務用コンパイラである｡

この前算万人は｢11盲1定であるが,′ト数点の位置を任意の位置にと

れるエうなセミプローティソダガ式を採川している｡これは各

Ⅰ)IGIT閃(数伯は符[ナを含めて12けたから構成されている)任意

の位紺こ小数ノ､一路想促Lて洪算を行なわせる方式で,小数点の移

動も任意である｡

小数点は次の言J号によって定める｡

SETI)P,l

これはSETデシマルボイントの略で,れは次のように小数点の

位置を表わす0～11の数字である｡

4.3

M
S
D

･･.･-

-
｣
ノ

〃小

.′

ヽ ヽ
､

ヽ

77=01 2 3

もしSET DP乃を指碇Lないときは,乃=0とみなされる｡

SET DP6のもとで22.4207を読み込ませると,次のように△

11川こ′j､数点の位罠が置かJtたものとして入る｡

+』O10jO101212J4】2rO170

△

表現ノブ法ほ二つに人別されている｡

(i)アリスメティックステートメソト

⊥として濯げl二関係に対する表現

たとえば複利法の元利合計を求める式

S二A(1十γ㍗慮

なBUS用ぶで_表現すると

ざ二A*(1.0-ト月)**Ⅳ

(ii) コ:/トロールステートメント

主として制御関係に対する表現
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たとえばジャンプに関するものでは

GO TO LABEL

指定されたラベルのついているステートメントの位置にジャ

ンプする｡

(iii)インプットアウトプットステートメソト

主として入出力関係に対する表現

たとえばさん孔に関するものでは

PUNCHi (LLABELI, ELABELl,

LABE

i(1～5)で指定されたさん孔棟を使用して,()内のLABEL

で示される格納場所の内容を紙テープにさん孔することを意

味する｡

d.2.4 SOS(仮称)

SOS用語を使って苦かれたプログラムはいったん読み込まれる

と,そのコンパイルされた結果を指定された位置に格納する｡

この際コンパイル結果はアウトプットされず,したがってプロ

グラムは一度の読み込みですべてを解読して指定された場所に格

納される｡

これはフローテング3-アドレス方式である｡

d.3 ユーティリティプログラム

d･3･1デバッグに関するもの

ユーティリティプログラムの中にはデ/ミッグしたいプログラム

の1ステップ,1ステップずつ取り出してその命令を実行させる

場所がある｡その命令実行の位置でデバッグしたいプログラムが

実行され,各レジスタの退避,解除を必らず行なって演算を行な

わせる｡

二,三の例をあげると

Vol.44

･最 近 の 火 力 発 電 所 蒸 気 条

･オ
ー

スト ラリ ア 330kV160MVA

･気 中 長 ギ ャ ッ プ の せ

･工業用ト ランジスタ論理素子(ト

評 第44巻 第7号

(1)ディスカバラ(仮称)

指定した番地を演鋸ニーに引用したプログラムステップの番地お

よびその命令な印刷すると同時にジャソプトレースを行ない

"From","tO"を印刷する｡もちろん目的のプログラムを乱す

ことはない｡

(2)モ ニ タ(仮称)

記憶装置亡内にある命令を読み甘してアウトプッl､する｡その形

式は2とおF)考えられて次のようになっている｡

(i)SIP 形 式

.:ト､､トートl
(ii)MACHINE形式

DRUMの内容そのまま

スナップショット(仮称)

ACC,MDの内容を印刷する｡その内容を印刷

させたい番地はあらかじめ与えておかなくてはならないと同時

に,その

っている｡

地の個数は任意でいくつあってもかまわないようにな

HIAC201形計

7.結

機は中小規模の企 体における事務処理をおも

な目的とし科学計算にも捷用できるように設計, 作されたもので

あって,特に価格の低廉,取り扱いの容易,構造の簡易化,高信頼

度など数多くの楷長をもっている｡本計算機の陵用によって,事務

処理の能率化は促進し,経営の合理化が達成されるものと思う｡

終わりに,有益な助言をいただいた東大 坂教授,NBC北川社

長,ならびに日立製作所本社,中央研究所,亀有工場,亀戸工場,

工場関係者各位に深くお礼を中Lあげる｡

日 立 評

件 の 傾 向

単 巻 変:仕二 郡

ん 絡 特 性

ラ ン ジ ロ グ)

･トランクリンクの応用分布に関する光弾性実験

･予燃焼室ディーーーヒル機関の性能測定｢昌J上と燃焼経過

･原 子 吸 光 分 析 の 研 究

･MQLll-S 形 流 量 記 録 積 算 計

･磁 気 ド ラ ム

･C41,C51形クロスバ自動変換機~工事用試験装置

･大阪市交通局納6,000形電卓用MMC-HTB20A制御
装置

･可動巽ト ルク コ ン バ ー

タ と そ の 応 用

論
･
｢
ハ
イ
ノ
ー

●/レ
ー･･ ム

･17.6ェ ソ

･H 立
エ

No.8

ク｣による替地鋼の半1■~=動熔接について
ク ー ラ ー 用 フ ィ ン 形 熱 交 換 器
ジ ンによ る点火プラグの熱定格測定
ポ キ シ樹 脂 系 経 線 材 料 の 特･件

･導 電 用 ア ル ミ 合 金 線 の 耐 疲 労 性
●ペリリ ウム窓を持つ軟Ⅹ線管(技術者ノート)
犬山モノレール特集

･日 立-ア ル ウ ニ
ー グ モ ノ レ ‥ ル カ ー

･口止-アルウ ェーグモノ レールカー川電気品

･日立-7′Lウエーブーtノレール用電子式自動列車停Jヒ装
置(A.T.S装置)

･名~･Ⅰ握鉄道株式会社糾犬川ライソ′く-クモノレール線の
建設1一三如こついて
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